
 

１．調査の概要 

 

１）調査の目的 

  この調査は「砂川市第６期総合計画」を策定するにあたり、市民が市の現状をどのように認

識しているのか、また、将来どのような市になることや、どのような暮らしを望んでいるのか

について、市民の意識や考え方を把握し、新しいまちづくりの計画の基礎資料とするために実

施した。 

 

２）調査の方法 

  ①調査対象   砂川市に居住する 18 歳以上の市民の中から、18 歳以上人口（16,623 人）

の約１割である 1,650 人を対象とした。 

  ②抽出方法   1,650 人の抽出にあたっては、平成 21年５月１日現在の住民基本台帳登録

者から年代別人口構成比に応じた割当数を無作為抽出した。 

                 抽出内訳 

年   代 抽出数（比例割当） 

20 歳代(18～19 歳含む) 205 

30 歳代 210 

40 歳代 212 

50 歳代 283 

60 歳代 305 

70 歳以上 435 

計 1,650 

 

③調査方法   郵送による配布・回収 

④調査期間   平成 21年６月 12日～７月３日 

          （最終締め切り７月 13 日） 

 

３）調査内容 

  ・回答者属性 

  ・まちづくりの満足度・重要度 

  ・砂川市のイメージ 

  ・定住意向 

  ・土地利用 

  ・砂川市の将来像 

  ・砂川市がめざす まちの姿（自由回答） 

  ・高齢化社会への対応 

  ・産業について 

  ・中心市街地について 

  ・道路・交通について 

  ・景観、公園・緑化 

  ・市民参加・地域活動について 

  ・今後の砂川市のまちづくりに対する提案や意見（自由回答） 

 



 

４）回収状況 

  ①配布数 1,650 通 

  ②回収数  823 通 

  ③回収率  49.9％ 

  

 ※参考（平成 11年度調査結果） 

   配布数 1,741 人 

   回収数  881 人 

   回収率  50.6％ 

 

５）集計・表記方法 

 

◎構成比の示し方 

複数回答の設問などで、構成比を示す場合は、各設問の無回答者を除いた実回答者数をも

とに、それぞれの項目に占める割合を表示している。 

 

◎構成比の合計 

各集計値の構成比は小数点第二位を四捨五入しているため、その合計が 100％にならない

場合がある。また、複数回答における回答率は 100％を超える場合がある。 

 

◎年齢及び住所地に関する集計方法 

   下記については回答数が少ないため、統計上の数値として利用できないことから、合算し

た。 

  ・年齢 

   20 歳未満(12 人)、20 歳代(53 人)を合算し、「30歳未満」とした。 

 ・住所地 

   ①空知太(39 人)、空知太東(54 人)、空知太西(32 人)を合わせて「空知太地区」とした。 

   ②富平(6 人)、豊沼町(6 人)、東豊沼(9 人)、西豊沼(5 人)、日の出(2 人)、北光(32 人)、一

の沢(2 人)、焼山(6 人)、鶉(1 人)、宮城の沢(5 人)を合わせて「農村地区」とした。 

   ③東 1～4条北 10～22 丁目(3 人)、西 1～7条北 10～24 丁目(40 人)を合わせて「東西 北 10

～24 丁目地区」とした。 

   ④東 1～6 条北 1～9 丁目(18 人)、東 1～7 条南 1～11 丁目(86 人)、三砂町(16 人)を合わせ

て「東中心市街地区」とした。 

   ⑤西 1～8 条北 1～9 丁目(66 人)、西 1～7 条南 1～11 丁目(84 人)を合わせて「西中心市街

地区」とした。 

   ⑥北吉野町(9 人)、南吉野町(10 人)、吉野北条丁目(20 人)、吉野南条丁目(125 人)、晴見(44

人)を合わせて「吉野・晴見地区」とした。 

⑦東 1～6 条南 12～22 丁目(21 人)、西 1～7 条南 12～22 丁目(65 人)を合わせて「東西 南

12～22 丁目地区」とした。 

 

 

 

 

 



 

◎平成 11年に実施したアンケート調査結果との比較について  

平成 11 年にも同じ目的で「市民意向調査」を実施しており、必要な部分において今回調査

との比較を行った。 

 

◎本文、グラフ及び表の選択肢の文言 

実際の調査書の文言を省略している場合がある。 

 

◎問２ まちづくりの満足度と重要度について 

  各施策における満足度と重要度は、回答した項目ごとに以下のようなポイントを付け、回

答者数で除した平均値を求めて表すこととした。 

  

項     目 ポイント 

満足 ５ 

やや満足 ４ 

どちらとも言えない ３ 

やや不満 ２ 

不満 １ 

 

項     目 ポイント 

重要 ５ 

やや重要 ４ 

どちらとも言えない ３ 

あまり重要ではない ２ 

重要ではない １ 

 

上記の結果から、縦軸に重要度、横軸に満足度をあらわした座標に 51 項目をポイントごと

に配置し、散布図とした。 

 

 ◎「その他」欄の記載について 

各設問において「その他」欄を設けてあり、具体的に記載があるものについては原文を掲

載し、質問の趣旨にそぐわないもの等については一部掲載していないものがある。 

 また、文章をわかりやすくするため、趣意を損なわない程度に補足や誤字訂正などをして

いる場合がある。 

 

 ◎問７－２ 砂川市がめざす まちの姿（自由回答）について 

問７－２については自由回答のため、別途とりまとめることとし、本報告書には分野別の

件数のみ掲載することとした。 

  

 ◎問 14 今後のまちづくりに対する提案やアイデア、ご意見など（自由回答）について 

   問 14 については自由回答のため、別途とりまとめることとし、本報告書には分野別の件数

のみ掲載することとした。 

 


